
                       

    

七
月
二
七
日
午
後
五
時
、
男
女
七
人
に
よ
る
「
ゆ
ら
太
鼓
」

の
皆
さ
ん
が
打
つ
太
鼓
の
音
が
、
ま
だ
蒸
し
暑
さ
の
残
る
広

袴
広
場
に
響
き
渡
っ
た
。
連
打
さ
れ
る
力
強
い
打
音
と
テ
ン

ポ
よ
い
リ
ズ
ム
が
、
今
年
の
広
袴
町
内
会
夏
祭
り
・
盆
踊
り
大

会
を
告
げ
る
フ
ァ
ン
フ
ァ
ー
レ
と
な
っ
た
。 

 
 

連
日
、
午
後
三
時
を
過
ぎ
る
こ
ろ
か
ら
、
雷
を
と
も
な
う
に

わ
か
雨
に
見
舞
わ
れ
、
当
日
も
心
配
さ
れ
た
が
、
な
ん
と
か
天

候
は
持
ち
こ
た
え
て
く
れ
た
。
午
後
五
時
の
開
始
か
ら
終
了

の
午
後
九
時
ま
で
、
町
内
会
の
皆
さ
ん
だ
け
で
は
な
く
、
多
く

の
人
び
と
が
広
場
を
訪
れ
、
夏
祭
り
を
楽
し
む
と
い
う
、
今
年

も
町
内
会
最
大
の
催
し
と
な
っ
た
。 

 
 

日
が
暮
れ
る
前
か
ら
、
小
さ
な
三
、
四
歳
ぐ
ら
い
の
お
子
さ

ん
や
、
小
学
校
低
学
年
の
子
を
連
れ
た
ジ
イ
ジ
や
バ
ア
バ
の

姿
が
多
く
見
ら
れ
、
お
子
さ
ん
た
ち
は
ユ
カ
タ
姿
が
目
立
ち
、

夏
祭
り
な
ら
で
は
の
光
景
で
あ
る
。 

 
 

会
場
に
は
、
焼
き
鳥
、
ジ
ャ
ガ
バ
タ
ー
、
生
ビ
ー
ル
、
フ
ラ

ン
ク
フ
ル
ト
、
玉
コ
ン
ニ
ャ
ク
、
焼
き
ソ
バ
な
ど
の
沢
山
の
出

店
が
用
意
さ
れ
、
開
店
と
同
時
に
長
蛇
の
列
、
そ
の
賑
わ
い
は

八
時
す
ぎ
ま
で
続
い
た
。 

  

こ
の
ほ
か
会
場
に
は
、
広
楽
会
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
手
芸
品

の
出
店
が
で
て
お
り
、
多
く
の
女
の
子
を
引
き
つ
け
、
手
作
り
の

作
品
を
選
ん
で
購
入
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。
子
ど
も
会
の
く
じ

引
き
「
ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
」
も
人
気
で
、
な
ん
ど
も
挑
戦

す
る
子
た
ち
が
続
出
。
真
剣
な
表
情
で
ボ
ー
ル
を
す
く
う
様
子

が
微
笑
ま
し
く
、
上
手
く
い
く
と
、
周
囲
か
ら
も
歓
声
が
上
が
る

と
い
う
盛
り
上
が
り
。 

 

午
後
六
時
す
ぎ
に
は
、
小
学
生
も
入
っ
て
い
る
「
鼓
だ
ぬ
き
会
」

が
登
場
。
二
○
数
名
の
メ
ン
バ
ー
で
大
太
鼓
一
、
中
太
鼓
二
、
小

太
鼓
四
を
使
っ
て
、
迫
力
あ
る
演
奏
を
披
露
し
、
会
場
か
ら
盛
大

な
拍
手
が
つ
づ
い
た
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
「
ゆ
ら
太
鼓
」
と
同
じ

よ
う
に
、
リ
ー
ダ
ー
を
含
め
、
町
内
会
の
有
志
の
皆
さ
ん
が
練
習

を
重
ね
、
夏
祭
り
に
臨
ん
だ
と
い
う
。 

 

 

陽
が
落
ち
て
、
吊
し
電
球
の
光
に
浮
か
び
上
が
っ
た
櫓
の
舞

台
に
は
、
踊
り
手
の
皆
さ
ん
が
登
場
し
、
祭
り
の
最
大
の
イ
ベ
ン

ト
・
盆
踊
り
が
始
ま
っ
た
。
定
番
の
「
炭
坑
節
」
が
ス
ピ
ー
カ
ー

か
ら
流
れ
、
夏
祭
り
は
一
段
と
盛
り
上
が
り
を
み
せ
た
。 

 

焼
き
ソ
バ
や
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
を
食
べ
な
が
ら
、
幼
い
子
を

連
れ
た
家
族
や
久
し
ぶ
り
に
広
袴
の
夜
を
楽
し
む
人
た
ち
が
、

談
笑
し
な
が
ら
、
踊
り
を
見
、
こ
れ
ぞ
夏
祭
り
と
い
う
光
景
が
随

所
に
み
ら
れ
た
。 

  

夏
祭
り
の
準
備
・
運
営
に
は
多

く
の
町
内
会
の
皆
さ
ん
が
参
加

し
、
活
躍
し
ま
し
た
。 

 

有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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夏
祭
り
は
成
功
裏
に
終
わ
り
ま
し
た
が
、
準
備
作
業
を
は
じ

め
、
大
会
の
運
営
に
携
わ
っ
た
方
々
は
大
変
な
日
々
を
す
ご
し

ま
し
た
。
そ
の
様
子
の
一
端
を
、
見
聞
き
し
た
範
囲
で
お
伝
え
す

る
こ
と
に
し
ま
す
。 

 

大
会
の
準
備
作
業
は
四
月
末
の
総
会
の
直
後
か
ら
始
ま
っ
た
。

六
月
一
日
の
委
員
会
で
、
大
会
運
営
の
役
割
分
担
が
決
ま
っ
た
。

続
い
て
、
六
月
八
日
に
関
係
者
を
集
め
た
「
合
同
会
議
」
が
開
か

れ
、
会
場
の
設
営
、
防
犯
・
警
備
、
屋
台
の
食
材
と
調
理
用
具
な

ど
の
調
達
、
太
鼓
隊
や
踊
り
手
さ
ん
、
資
材
の
運
搬
・
設
営
を
担

う
方
々
に
改
め
て
協
力
を
依
頼
し
、
作
業
の
確
認
を
行
っ
た
。 

 

大
会
の
物
的

な
準
備
は
、
会
場

の
設
営
と
出
し

物
の
屋
台
の
設

営
の
二
つ
が
メ

イ
ン
。
コ
ロ
ナ
禍

で
夏
祭
り
は
三

年
間
中
止
と
な

っ
た
が
、
大
会
の

経
験
者
は
多
く
、

準
備
作
業
の
ノ

ウ
ハ
ウ
は
蓄
積

さ
れ
て
い
る
。
だ

が
、
実
際
に
体
験

し
た
者
と
未
経

験
者
と
の
差
は
大
き
い
。
今
回
の
大
会
を
統
括
す
る
担
当
副
会

長
、
担
当
部
の
文
化
部
長
と
三
人
の
副
部
長
も
は
じ
め
て
の
こ

と
、「
や
る
っ
き
ゃ
な
い
」
と
の
開
き
直
り
で
、
煩
雑
で
多
忙
な

日
々
を
、
大
会
終
了
翌
日
の
片
付
け
ま
で
、
な
ん
と
か
乗
り
切
る

こ
と
が
で
き
た
。 

 

会
場
の
設
営
は
、
七
月
二
○
日
午
前
九
時
か
ら
、
高
さ
四
、
五

メ
ー
ト
ル
、
幅
二
○
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
花
張
り
用
掲
示
板
を
広

場
の
西
側
に
作
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
の
設
営
は
大
工
さ

ん
を
含
め
た
、
昔
か
ら
担
当
し
て
い
る
町
内
の
四
、
五
人
の
人
た

ち
が
中
心
。
有
志
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
炎
天
下
、
六
本
の
支
柱
を

建
て
、
掲
示
用
ベ
ニ
ア
板
を
取
り
付
け
た
。
材
料
は
広
袴
会
館
の

倉
庫
に
保
管
し
て
あ
り
、
そ
れ
を
皆
で
担
ぎ
出
し
、
有
志
の
ク
ル

マ
で
広
場
ま
で
運
び
、
組
み
立
て
る
作
業
で
、
汗
ま
み
れ
に
な
り

な
が
ら
、
午
前
中
い
っ
ぱ
い
で
完
成
さ
せ
た
。  

祭
り
の
前
日
、

鶴
川
五
丁
目
町

内
会
か
ら
、
朝
一

番
で
借
用
し
た

ア
ル
ミ
製
の
櫓

（
ヤ
グ
ラ
）
を
ト

ラ
ッ
ク
で
運
び

込
み
、
広
場
中
央

に
組
み
立
て
た
。

こ
れ
が
祭
り
の

舞
台
に
な
る
。
こ

の
後
、
本
部
用
テ

ン
ト
を
張
っ
た
。 

櫓
を
飾
る
に
は

竹
を
使
う
。
町
内

会
三
役
や
広
楽
会
有
志
の
皆
さ
ん
が
町
内
で
調
達
し
た
竹
を
細

く
割
い
て
舞
台
の
花
飾
り
用
に
使
う
。
花
作
り
は
子
ど
も
会
が

担
当
。
飾
り
付
け
た
竹
は
、
当
日
の
朝
九
時
か
ら
、
有
志
の
皆
さ

ん
が
櫓
に
取
り
付
け
た
。 

 

祭
り
の
当
日
九
時
、
出
店
用
の
大
き
な
テ
ン
ト
五
張
り
と
付

属
の
テ
ン
ト
を
倉
庫
か
ら
だ
し
て
、
役
員
と
有
志
で
次
々
に
組

み
立
て
る
。
中
に
経
験
し
た
人
が
数
人
い
て
、「
あ
あ
だ
、
こ
う

だ
」
と
い
い
な
が
ら
、
な
ん
と
か
皆
で
建
て
終
わ
る
。
炎
天
下
の

作
業
、
文
化
部
の
人
が
飲
み
物
を
配
っ
て
歩
く
。 

 

櫓
が
完
成
す
る
と
、
大
蔵
町
の
「
ト
キ
ワ
電
工
」
の
出
番
だ
。

櫓
か
ら
放
射
状
に
何
本
か
電
線
を
張
り
、
広
告
名
の
入
っ
た
飾

り
灯
を
取
り
付
け
て
い
く
。
櫓
の
周
り
に
は
照
明
用
電
球
を
吊

す
。
さ
ら
に
、
マ
イ
ク
・
ス
ピ
ー
カ
ー
と
い
っ
た
音
響
装
置
も
ト

キ
ワ
が
担
当
。
こ
の
電
気
屋
さ
ん
は
、
広
袴
の
夏
祭
り
と
は
十
数

年
前
か
ら
の
付
き

合
い
。
電
力
会
社

と
の
折
衝
も
仕
事

の
う
ち
だ
。 

 

一
方
、
出
店
の

屋
台
で
は
火
を
使

う
。
消
防
署
へ
の

許
可
申
請
が
必
要

で
、
こ
れ
も
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。

さ
ら
に
、
不
測
の

事
態
に
備
え
、
広

場
周
辺
に
消
火
器

を
七
台
借
り
て
設

置
し
た
。 

 

次
は
出
店
の
設
営
と
運
営
だ
。
先
ず
は
「
焼
き
鳥
」。
焼
き
鳥

夏

祭

り

の

舞

台

裏 



チ
ー
ム
は
、
四
人
の
班
長
と
あ
ら
か
じ
め
頼
ん
だ
会
員
四
名
に

有
志
も
加
わ
っ
て
構
成
。
昼
過
ぎ
に
は
全
員
集
合
し
、
準
備
作
業

に
入
っ
た
。
チ
ー
ム
の
リ
ー
ダ
ー
が
府
中
に
あ
る
卸
商
と
交
渉

し
、
串
に
刺
し
た
焼
き
鳥
用
冷
凍
生
肉
を
三
○
○
○
本
購
入
。
こ

れ
を
三
時
間
か
け
て
白
焼
き
に
す
る
。
焼
く
用
具
は
Ｕ
字
溝
と

炭
を
使
う
。
煙
が
モ
ウ
モ
ウ
と
立
ち
こ
め
る
。 

 

三
時
半
ご
ろ
か
ら
本
焼
を
プ
ロ
パ
ン
と
ガ
ス
コ
ン
ロ
で
始
め

た
。
焼
き
鳥
の
匂
い
が
あ
た
り
一
面
に
広
が
る
。
全
員
汗
だ
く
に

な
っ
て
焼
く
。
五
時
の
お
祭
り
開
始
前
か
ら
お
客
さ
ん
が
並
び
、

三
時
間
ほ
ど
で
す
べ
て
が
売
り
切
れ
る
と
い
う
盛
況
だ
。
焼
き

鳥
は
、
夏
祭
り
に
は
欠
か
せ
な
い
エ
ー
ス
級
出
店
で
、
リ
ー
ダ
ー

の
育
成
な
ど
、
歴
史
が
あ
る
と
い
う
。 

 

生
ビ
ー
ル
は
、
鶴
川
団
地
の
酒
屋
「
ま
さ
る
や
」
が
例
年
通
り

協
力
し
、
ご
主
人

自
ら
が
、
せ
っ
せ

と
生
ビ
ー
ル
を

カ
ッ
プ
に
注
い

で
奮
闘
し
て
い

た
。
三
五
○
杯
ほ

ど
出
た
と
い
う
。

冷
た
い
生
ビ
ー

ル
は
や
は
り
夏

の
王
様
だ
。 

 

焼
き
鳥
の
隣

で
は
、
重
ね
た
セ

イ
ロ
で
じ
ゃ
が

い
も
を
蒸
し
、
ジ

ャ
ガ
バ
タ
ー
作

り
が
始
ま
っ
て
い
た
。
作
っ
た
三
三
○
食
分
は
ア
ッ
と
い
う
間

に
売
り
切
れ
た
と
い
う
。 

お
祭
り
の
定
番
「
焼
き
そ
ば
」
は
広
楽
会
の
担
当
。
多
く
の

方
々
が
参
加
し
、
分
担
作
業
で
、
材
料
の
仕
入
れ
と
用
具
の
調
達

を
済
ま
せ
、
当
日
は
朝
早
く
か
ら
キ
ャ
ベ
ツ
を
刻
み
、
運
び
込
ん

だ
出
店
で
は
、
調
理
担
当
が
鉄
板
の
上
で
、
汗
を
流
し
な
が
ら
炒

め
、
五
七
○
食
余
り
を
午
後
七
時
に
は
完
売
し
た
。 

 

六
○
○
本
の
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
も
火
と
の
闘

い
で
、
焼
い
て
い
た
担
当
者
の
顔
は
真
っ
赤
に
染
ま
り
、
ま
る
で

焼
き
上
が
っ
た
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
。
こ
の
焼
き
上
が
り
に
ケ
チ

ャ
ッ
プ
な
ど
を
付
け
て
食
べ
る
の
が
人
気
で
、
こ
れ
も
完
売
し

た
。
こ
の
ほ
か
玉
コ
ン
ニ
ャ
ク
は
消
防
団
が
担
当
し
た
。 

 

祭
り
の
準
備
で
は
踊
り
手
さ
ん
た
ち
が
何
回
も
会
館
に
集
ま

り
、
曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
の
練
習
を
く
り
か
え
し
行
っ
て
い
た
。 

 

大
会
当
日
、
ゴ
ミ
処
理
を
担
当
し
た
環
境
厚
生
部
の
皆
さ
ん
、

会
場
内
外
の
警
護
と
交
通
誘
導
を
担
当
し
た
防
犯
交
通
部
の
皆

さ
ん
も
陰
の
立
て
役
者
。
総
務
や
会
計
は
、
来
賓
の
受
付
、
接
待
、

司
会
進
行
を
担
当
。
書
記
の
方
は
墨
筆
で
一
二
○
余
の
花
を
書

き
、
こ
れ
を
花
張
り
担
当
が
掲
示
板
に
貼
っ
て
い
っ
た
。 

 

大
会
を
開
催
す
る
に
あ
た
っ
て
、
関
係
当
局
の
認
可
が
必
要
。

広
場
の
使
用
許
可
、
町
田
保
健
所
や
消
防
署
、
エ
コ
ラ
イ
フ
推
進

会
社
、
町
田
市
緑
地
課
等
々
へ
の
届
け
は
、
副
会
長
が
奔
走
。 

 

先
に
も
触
れ
た
が
、
大
会
運
営
の
下
支
え
的
役
割
を
担
う
文

化
部
は
、
何
度
も
会
合
を
重
ね
、
様
々
な
要
望
に
応
え
た
。
例
え

ば
、
準
備
期
間
中
も
大
会
本
番
で
も
、
作
業
す
る
方
々
の
弁
当
や

飲
み
物
の
調
達
・
配
布
で
、
こ
れ
も
大
変
な
作
業
で
あ
っ
た
。
こ

こ
で
も
過
去
の
経
験
者
で
有
志
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ
た
。 

 

大
会
は
、
翌
日
の
朝
九
時
か
ら
の
撤
去
作
業
で
終
了
し
た
。 

 

な
お
、
一
面
か
ら
の
夏
祭
り
関
連
の
写
真
は
、
広
報
部
の
大
石

司
（

8

組
）
が
担
当
し
ま
し
た
。 

 

（
広
報
部 

渋
谷
寿
） 

 
 

   

六
月
九
日
（
日
）
午
前
九
時
、「
広
袴
地
区
に
て
大
規
模
地
震

（
最
大
震
度
六
弱
以
上
）
発
生
」
を
想
定
し
た
安
否
確
認
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

各
世
帯
で
は
、
玄
関
先
に
目
印
の
白
い
布
を
掲
示
、
指
定
さ
れ

た
集
合
場
所
に
て
、
班
長

に
安
否
を
報
告
。
各
班
長

は
「
災
害
安
否
確
認
表
」
を

持
参
し
、
広
袴
会
館
（
本
部
）

に
報
告
し
ま
し
た
。 

 

九
時
き
っ
か
り
に
防
災

サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
、
訓
練

開
始
。
九
時
一
七
分
に
は

最
初
の
報
告
が
本
部
に
届

き
、
予
定
さ
れ
た
時
間
よ

り
も
早
い
九
時
五
六
分
に

は
最
後
の
班
の
報
告
が
あ

り
、
全
六
二
二
世
帯
の
確
認
を
終
え
ま
し
た
。 

 

東
京
に
お
い
て
も
、
首
都
直
下
型
地
震
や
南
海
ト
ラ
フ
地
震

な
ど
の
発
生
リ
ス
ク
が
非
常
に
高
ま
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
訓
練

の
講
評
と
し
て
、
小
谷
自
主
防
災
隊
長
か
ら
は
、
「
前
回
の
八

九
％
か
ら
今
回
九
二
％
と
報
告
率
が
上
が
り
ま
し
た
」
と
の
ま

と
め
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
改
め
て
町
内
で
の
地
震
災
害
に
対

す
る
意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

 

朝
八
時
す
ぎ
か
ら
準
備
に
入
っ
た
広
袴
自
主
防
災
隊
の
方
々
、

ご
協
力
い
た
だ
い
た
町
内
会
の
皆
さ
ん
、
大
変
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
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七
月
二
一
日
（
日
）、
今
年
初
め
て
の
調
整
池
周
辺
の
草
刈
り 

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
日
は
梅
雨
が
明
け
、
朝
で
も
少
し
動
く

と
汗
が
噴
き
出
て
く
る
ほ
ど
の
暑
さ
で
し
た
。 

 

そ
の
よ
う
な
中
、
数
名
の
有
志
の
方
が
エ
ン
ジ
ン
付
き
自
動

草
刈
り
機
で
、
草
刈
り
作
業
を
始
め
て
い
ま
し
た
。 

 

大
勢
の
人
が

首
に
タ
オ
ル
を

巻
き
、
帽
子
を
被

り
、
軍
手
を
付
け

て
鎌
な
ど
を
使

い
、
ゴ
ミ
袋
を
左

手
に
、
草
刈
り
を

始
め
ま
す
。 

道
に
そ
っ
て
、
フ

ェ
ン
ス
周
り
の
雑
草
を
根
ご
と
取
り
除
く
人
、
自
動
草
刈
り
機

で
刈
っ
た
草
を
集
め
て
袋
に
詰
め
て
い
く
人
、
そ
れ
を
運
ん
で

い
く
人
、
炎
天
下
、
皆
さ
ん
が
汗
だ
く
に
な
っ
て
作
業
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
熱
中
症
が
心
配
さ
れ
る
中
、
環
境
厚
生
部
の
方
が
水

分
補
給
で
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
配
っ
て
き
ま
す
。 

 

一
○
時
半
ご
ろ
に
は
除
草
も
進
み
、
周
辺
は
き
れ
い
に
な
り

ま
し
た
。
刈
り
取
っ
た
雑
草
を
詰
め
た
袋
を
集
め
る
と
、
大
き
な

山
に
な
り
、
一
○
○
袋
ほ
ど
に
も
な
り
ま
し
た
。 

 

暑
い
中
、
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
、
ご
協
力
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま

す
。
次
週
に
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
夏
祭
り
を
控
え
、
よ
い
準
備

が
で
き
た
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

（

1
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渡
辺
祥
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調

整

池

周

辺

の

除

草 



    

日
本
で
家
を
購
入
し
よ
う
と
探
し
、
運
良
く
、
広
袴
と
い
う
素

晴
ら
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

 

「
ち
ょ
っ
と
大
げ
さ
」
な
表
現
か
な
と
思
い
ま
し
た
が
、
本
当

の
気
持
ち
で
す
。
広
袴
に
引
っ
越
す
ま
で
、
日
本
に
二
○
年
間
住

ん
で
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ま
で
は
日
本
人
よ
り
も
外
国
人
の
友

達
の
ほ
う
が
多
か
っ
た
で
す
。
こ
の
地
に
き
て
か
ら
、
い
ろ
い
ろ

な
方
に
会
う
チ
ャ
ン
ス
が
あ
り
、
新
し
い
友
達
が
で
き
ま
し
た
。

付
き
合
っ
て
い
た
外
国
人
が
帰
国
し
て
も
、
い
い
仲
間
が
で
き

ま
し
た
。 

 

「
会
う
チ
ャ
ン
ス
」
は
月
々
の
イ
ベ
ン
ト
に
あ
り
ま
す
。
例
え

ば
、
一
月
の
ド
ン
ド
焼
き
、
七
月
の
夏
祭
り
、
九
月
禮
大
祭
と
お

神
輿
、
一
○
月
作
品
展
示
会
、
一
二
月
妙
全
院
や
神
明
社
で
の
集

ま
り
な
ど
で
す
。
そ
の
ほ
か
会
う
機
会
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
、
人

と
会
っ
て
、
お
話
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
な
り
ま
す
。 

 

広
袴
に
住
む
前
は
東
京
の
阿
佐
ヶ
谷
や
大
泉
学
園
、
渋
谷
の

幡
ヶ
谷
や
下
町
の
木
場
に
も
住
み
ま
し
た
が
、
な
ん
か
周
り
の

こ
と
は
少
し
も
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
山
登
り
、
ダ
イ
ビ
ン
グ
、

海
外
旅
行
も
し
ま
し
た
が
、
近
所
と
の
付
き
合
い
は
な
か
っ
た
。

や
は
り
勤
め
て
い
た
会
社
が
第
一
で
、
近
所
よ
り
は
会
社
の
ほ

う
が
生
活
の
中
心
で
し
た
。 

 

実
は
北
海
道
の
小
樽
や
落
石
（
お
っ
ち
し
）
に
住
ん
だ
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
入
り
ま
し
た
が
、
四
ヶ

月
ほ
ど
で
し
た
。
東
京
に
戻
る
と
、
大
き
な
町
の
生
活
は
違
い
ま

す
。
今
は
小
さ
な
町
に
戻
っ
た
よ
う
な
感
じ
で
す
が
、
こ
こ
は
私

に
合
い
ま
す
。 

 

イ
ベ
ン
ト
は
あ
る
面
で
忙
し
い
こ
と
で
す
が
、
そ
の
忙
し
さ

で
人
生
が
面
白
い
。
夏
休
み
で
カ
ナ
ダ
に
行
き
、
今
年
の
夏
祭
り

に
間
に
合
う
よ
う
帰
っ
て
き
ま
し
た
が
、
カ
ナ
ダ
で
コ
ロ
ナ
に

罹
り
、
そ
れ
で
夏
祭
り
に
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
。
本
当
に
残
念
で

し
た
。
一
六
年
間
広
袴
に
住
ん
で
い
ま
す
が
、
夏
祭
り
を
楽
し
め

な
か
っ
た
の
は
初
め
て
で
、
寂
し
か
っ
た
で
す
。 

 

時
々
カ
ナ
ダ
に
行
き
ま
す
が
、
二
○
年
前
に
飛
行
機
で
カ
ナ

ダ
の
空
港
に
降
り
た
時
「
帰
っ
て
き
た
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
い

ま
は
成
田
で
す
。
両
国
の
い
い
と
こ
ろ
は
も
ち
ろ
ん
あ
り
ま
す

が
、
知
ら
な
い
う
ち
に
日
本
に
住
む
の
が
長
く
な
り
、
友
達
も
多

く
で
き
て
、
い
ま
やH
o
m

e

に
な
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
そ
れ

が
将
来
と
も
一
○
○
％
と
は
い
え
ま
せ
ん
が
、
そ
の
気
持
ち
は

変
わ
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
話
す
る

こ
と
は
沢
山
あ
り
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ
な

方
々
に
お
世
話
に
な
り
、
お
名
前
を
書
く
と

き
り
が
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は
り
書
く
よ
り

は
、
い
っ
ぱ
い
飲
み
な
が
ら
話
す
ほ
う
が
面

白
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
イ
ベ
ン
ト
や

散
歩
の
途
中
で
も
お
話
し
ま
し
ょ
う
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

（
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二
○
一
七
年
に
住
宅
購
入
を
決
意
し
た
。
子
育
て
が
し
や
す

く
、
自
然
豊
か
で
都
心
か
ら
も
ア
ク
セ
ス
し
や
す
い
地
域
を
探

し
て
い
ま
し
た
。
二
、
三
候
補
が
あ
り
ま
し
た
が
、
保
育
園
や
小

中
学
校
が
近
く
、
鶴
川
駅
か
ら
そ
う
遠
く
も
な
く
、
広
袴
公
園
や

鶴
川
台
せ
せ
ら
ぎ
緑
道
な
ど
も
あ
る
の
が
気
に
入
り
、
広
袴
に

住
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。
小
中
学
校
の
統
廃
合
に
は
少
々
不
安

を
感
じ
て
お
り
ま
す
が
、
鶴
川
駅
の
再
開
発
は
と
て
も
楽
し
み

に
し
て
お
り
ま
す
。 

 

広
袴
公
園
は
四
季
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
素
敵
な
公
園
で
、

休
み
の
日
に
は
子
ど
も
と
散
歩
し
て
い
ま
す
。
特
に
春
の
桜
と

秋
の
紅
葉
は
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
袴
公
園
や

鶴
川
台
せ
せ
ら
ぎ
緑
道
を
散
歩
し
て
感
じ
る
こ
と
は
、
町
内
会

の
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
デ
ィ
や
ゴ
ミ
拾
い
を
し
な
が
ら
散
歩
さ
れ

て
い
る
方
の
お
陰
で
、
ゴ
ミ
が
と
て
も
少
な
い
こ
と
で
す
。
い
つ

も
散
歩
コ
ー
ス
が
綺
麗
に
保
た
れ
、
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

私
も
自
宅
の
周
り
だ
け
で
も
草
取
り
や
ゴ
ミ
拾
い
を
心
掛
け
、

綺
麗
な
広
袴
に
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
散
歩
中
に
す
れ
違
う
皆
さ
ま
か
ら
「
こ
ん
に
ち
は
」
な

ど
と
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
り
、
ワ
ン
ち
ゃ
ん
と
触
れ
合
う

機
会
を
い
た
だ
い
た
り
。
子
ど
も
た
ち
は
挨
拶
す
る
喜
び
や
大

切
さ
を
学
び
、
動
物
へ
の
愛
お
し
さ
を
育
む
こ
と
が
で
き
て
お

り
ま
す
。
皆
さ
ま
の
寛
大
な
気
持
ち
に
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
私

か
ら
も
声
を
か
け
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
少
し
で
も
顔
を
覚
え
て

い
た
だ
け
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

（
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（
写
真
は
市
村
正
和
氏
提
供
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当
寺
妙
全
院
の
宗
派
は
曹
洞
宗
、
山
号
を
不
動
山
と
称
し
、
本

尊
は
釈
迦
如
来
で
す
。
開
創
に
つ
い
て
詳
細
は
不
明
で
す
が
、
曹

洞
宗
と
し
て
の
開
山
は
江
戸
初
期
、
元
和
か
ら
寛
永
の
初
年
の

頃
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ご
開
山
様
は
、
現
川
崎
市
片
平
の
修
廣
寺

六
世
、
行
室
玄
察
大
和
尚
様
（
寛
永
十
二
年
二
月
二
十
日
寂
）
で

す
。
十
年
後
の
令
和
十
六
年
に
は
ご
開
山
様
の
四
百
回
大
遠
忌

と
な
り
、
百
年
に
一
度
の
大
法
要
を
迎
え
ま
す
。 

 

後
れ
馳
せ
な
が
ら
私
は
、
当
山
二
十
二
世
の
住
職
大
雲
元
広

（
石
田
元
広
）
と
申
し
ま
し
て
、
昭
和
三
十
年
に
こ
の
地
で
生
ま

れ
、
住
職
歴
四
十
四
年
程
に
な
り
ま
す
。 

 

当
寺
は
江
戸
後
期
に
火
災
に
遭
い
本
堂
を
焼
失
し
、
天
保
十

四
年
に
再
建
し
、
そ
の
際
、
五
○
㍍
程
北
側
の
現
在
の
場
所
へ
移

転
し
た
よ
う
で
す
。
昭
和
四
十
年
半
ば
迄
は
茅
葺
き
屋
根
で
、
現

在
よ
り
一
回
り
大
き
く
、
七
間
半
七
間
の
本
堂
で
し
た
。
昭
和
三

十
年
代
半
ば
、
南
多
摩
郡
か
ら
町
田
市
制
に
変
わ
っ
た
頃
の
町

内
の
戸
数
は
四
十
軒
程
で
し
た
が
、
村
中
総
出
で
本
堂
の
屋
根

葺
き
替
え
を
行
っ
て
い
た
の
を
記
憶
し
て
お
り
ま
す
。 

 

昭
和
四
十
年
頃
よ
り
鶴
川
団
地
の
造
成
が
始
ま
り
、
土
器
等

も
発
掘
さ
れ
て
お
り
、
古
来
よ
り
人
が
住
み
や
す
い
土
地
で
あ

っ
た
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
造
成
に
よ
り
寺
の
周
辺
の
地
形
が
変

化
し
ま
し
た
。
寺
の
正
面
の
向
か
い
側
は
三
～
四
㍍
程
低
く
、
谷

間
の
狭
い
田
ん
ぼ
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
西
南
方
向
（
坂

の
上
）
に
不
動
堂
が
有
り
ま
す
が
、
お
堂
の
前
の
石
段
は
六
十
三

段
続
い
て
お
り
、
下
に
は
水
量
は
多
く
は
な
い
の
で
す
が
滝
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

団
地
造
成
で
削
り
取
っ
た
土
を
丘
陵
の
谷
の
部
分
に
埋
め
た

形
で
す
。
そ
れ
以
前
は
、
境
内
で
も
夏
に
は
蛍
が
飛
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
、
現
在
で
は
不
動
堂
が
ポ
ツ
リ
と
独
立
し
て
い
る
様
子

で
す
が
、
戦
後
ま
で
は
寺
の
境
内
は
東
西
に
続
い
て
お
り
、
そ
の

一
角
に
不
動
堂
も
存
在
し
て
お
り
ま
し
た
。
戦
後
の
国
の
政
策

に
よ
り
、
そ
こ
だ
け
が
残
っ
た
状
況
で
す
。
昔
の
景
色
は
遠
い
も

の
に
な
り
一
抹
の
寂
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
、
諸
行
無
常
の
世
で

あ
り
ま
す
ゆ
え
。 

 

小
さ
な
集
落
の
小
人
数
で

何
百
年
に
も
渡
り
、
村
と
寺

を
護
っ
て
き
た
先
人
達
と
歴

代
住
職
の
苦
労
は
計
り
知
れ

ま
せ
ん
。
現
在
で
は
多
く
の

良
き
ご
縁
を
受
け
て
、
町
内

の
皆
様
と
よ
り
良
い
町
づ
く

り
に
歩
ん
で
行
き
た
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。 

 

当
寺
に
は
中
将
姫
作
と
さ
れ
て
い
る
糸
引
観
音
が
あ
り
ま
す
。

昔
、
多
摩
地
区
で
は
養
蚕
が
盛
ん
な
頃
が
あ
り
、
鶴
川
は
元
よ
り
、

日
野
、
八
王
子
方
面
ま
で
、
篤
信
者
の
家
を
宿
所
と
し
て
巡
回
出

開
帳
が
行
わ
れ
、
広
く
信
仰
を
集
め
て
お
り
ま
し
た
。
そ
れ
も
大

戦
を
境
に
終
了
し
ま
し
た
。
そ
の
他
、
歴
史
上
有
名
な
方
の
縁
起

や
、
国
宝
級
の
お
宝
が
有
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
一
仏
両
祖

（
釈
尊
と
禅
）
の
教
え
は
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。 

 

現
在
寺
で
は
、
坐
禅
会
、
御
詠
歌
の
会
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

檀
家
さ
ん
以
外
の
方
々
が
多
数
で
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。
仏

教
徒
と
し
て
の
歩
み
方
か
ら
、
供
養
や
墓
の
問
題
等
々
ご
相
談

下
さ
い
。
広
袴
の
寺
と
し
て
、
当
寺
の
山
門
は
い
つ
も
開
い
て
お

り
ま
す
。 

合
掌 

（
写
真
は
昭
和
四
五
年
建
て
替
え
前
の
寺
） 

（
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広
） 

                             

広

袴

の

お

寺

・

妙

全

院 

編
集
後
記 

▼
昨
年
は
、
夏
祭
り
の
準
備
か
ら
本
番
を
、
た
だ
傍

ら
で
ウ
ロ
ウ
ロ
し
な
が
ら
見
て
い
ま
し
た
。
こ
ん
な

こ
と
で
大
丈
夫
か
な
と
疑
問
に
思
う
こ
と
も
あ
り

ま
し
た
が
、
大
会
は
無
事
終
了
し
ま
し
た
。
今
年
は

そ
れ
を
「
夏
祭
り
の
舞
台
裏
」
で
検
証
し
て
み
ま
し

た
。
担
当
者
が
頑
張
っ
た
の
が
第
一
で
す
が
、
や
は

り
長
年
積
み
重
ね
た
町
内
会
と
し
て
の
経
験
の
裏

付
け
が
大
き
い
と
感
じ
ま
し
た
。
さ
ら
に
有
志
の
皆

さ
ま
方
の
献
身
的
な
支
え
が
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、

盆
踊
り
の
輪
が
小
さ
か
っ
た
の
は
ち
ょ
っ
と
寂
し

か
っ
た
と
か
、
将
来
を
考
え
、
も
っ
と
魅
力
的
な
企

画
を
と
い
う
声
も
あ
り
ま
し
た
。
▼
前
回
か
ら
始
め

た
住
民
の
方
々
の
寄
稿
を
今
回
は
三
人
に
お
願
い

し
ま
し
た
。
次
回
も
三
人
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

▼
今
年
の
夏
は
異
常
な
暑
さ
で
、
こ
の
後
の
リ
ア
ク

シ
ョ
ン
が
心
配
で
す
。
特
に
高
齢
者
の
方
々
は
呉
々

も
ご
自
愛
下
さ
い
。 

 
 

（
広
報
部 

渋
谷 

寿
） 

お知らせ！ 

 

10月 20日 

  鶴連交流事業 運動会 

 （野津田公園陸上競技場） 

10月 27日 

  大規模災害訓練 

  スタンドパイプ訓練 

11月 9～10日 

  作品展示会！ 



                              

                             

                             

広
袴
の
広
範
な
眺
め
が
望
め
る
尾
根
道
は
、
周

知
の
通
り
町
の
宝
で
あ
る
。
つ
い
こ
の
間
、
尾
根

道
を
ド
ラ
マ
の
ロ
ケ
地
と
し
て
利
用
す
る
の
で

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
、
と
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
か
ら
の

紙
面
が
尾
根
沿
い
に
住
む
家
に
配
布
さ
れ
て
い

た
。
今
年
は
春
に
も
Ｔ
Ｂ
Ｓ
の
深
夜
ド
ラ
マ
の
ロ 

早
朝
の
尾
根
路
よ
り
観
る
白
富
士
は
夕
の
束
の
間
赤

富
士
青
富
士 

 
 

 

（
十
六
組 

篠
田
泰
蔵
） 

富
士
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト 

五
十
四
年
振
り
に
十
一

月
の
東
京
に
雪
が
降
っ

た
翌
朝
の
景
色
で
あ
る
。 

 

以
前
に
も
記
し
た
こ

と
だ
が
、
雪
が
積
も
る
と

広
袴
の
住
宅
地
が
ま
る

で
遠
く
の
富
士
や
丹
沢

山
塊
の
麓
の
よ
う
に
見

え
て
来
る
。
写
真
の
通

り
、
最
前
景
の
尾
根
道
部

分
だ
け
雪
が
消
え
て
い

る
為
に
一
層
そ
の
効
果

が
強
調
さ
れ
て
い
る
。 

写
真
⑬

は
、
当
時 

余
話 
広
袴
お
り
お
り 

 

第 36 回 

真
①
～
⑬
の
通
り
、
定
点
観
測

的
に
撮
影
し
続
け
て
き
た
。 

説
明
は
不
要
で
あ
ろ
う
。
四

季
折
々
の
変
化
は
も
ち
ろ
ん

の
こ
と
、
⑩
～
⑫
の
よ
う
に
一

日
の
間
中
で
も
時
々
刻
々
彩

り
が
変
わ
る
。
丹
沢
山
塊
も
富

士
も
空
も
。 

① 2008,2,4 06:34 ② 2011,2,13 07:01 

④ 2012,2,9 17:10 ⑤ 2014,12,14 06:47 ⑥ 2014,12,22 16:26 
 

⑦ 2015,1,8 16:44 

 

⑪ 2016,1,1 16:34 ⑩ 2016,1,1 08:05 ⑫ 2016,1,1 17:17 

⑨ 2015,12,18 07:47 

ケ
地
に
利
用
す
る
と
の
同
様
の
紙
面
が
投
函
さ
れ

た
程
で
あ
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
、
実
は
二
十
年
近

く
前
か
ら
日
本
映
画
大
学
（
旧
映
画
学
校
）
の
ロ

ケ
地
と
し
て
時
々
利
用
さ
れ
て
き
た
。 

広
々
と
し
た
眺
望
の
中
の
富
士
も
良
い
が
、
取

り
分
け
尾
根
道
を
東
か
ら
西
に
進
む
際
に
樹
木
の

ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
出
て
、
真
っ
す
ぐ
な
上
り
坂
前

方
に
現
れ
る
富
士
は
風
情
が
あ
る
。
背
景
が
隠
れ

る
フ
レ
ー
ム
効
果
や
、
柵
が
導
線
に
な
る
効
果
が

美
し
さ
を
生
ん
で
い
る
。
筆
者
は
富
士
ビ
ュ
ー
ポ

イ
ン
ト
と
呼
び
、
広
袴
に
居
住
し
て
以
来
、
写 

⑧ 2015,2,13 17:13 

 

⑬ 2016,11,25 06:53 

 

 

③ 2012,1,24 08:03 


